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低次元半導体の線形・非線形光学応答 [1]、共鳴

構造をもつフォトニック結晶（ポラリトニック結

晶 [2]、プラズモニック結晶 [3]）、メタマテリアル

[4] の実験的研究を経て、トポロジカルフォトニク

スにたどり着きました。

　分野を牽引している電子系のトポロジー物理に

くらべ、研究人口もまだまだ少ないのですが、構

造を与えれば電磁波応答は正確に知ることができ

るため、いかに物理的に面白い系を考案、作製し、

観測にかかる 2 次の電磁場量をどのように見積も

るかが本質であると考えています。

　この分野について我々が最初に取り組んだの

が、ハニカム型に配列させた円筒を出発点に変形

させて、トポロジカルに非自明な構造を生み出す

胡暁さん（物材機構）のお仕事を出発点とするも

のであったため、テーマタイトルが限定的なもの

になっていますが、最近はむしろそれ以外の可能

性を探索しています。

電磁場シミュレーションによる設計、電子線リソ

グラフィーによる微細構造作製、角度分解線形応

答による構造評価、光整流効果を中心とした 2 次

の非線形光学応答の実験をサイクルさせて、新現

象の探求を進めてゆく予定です。化学合成に比べ

て制約の少ない人工構造作製の手法を用いること

で、電子系のトポロジー研究の手の届きにくいと

ころを先回りする戦略で研究を進めてゆきたいと

考えています。

図１は一辺 500 nm の正方形状の Si パッチを正

方格子（格子定数 800 nm）で配列した誘電体導

波路にｓ偏光光励起した場合の角度分解透過スペ

クトルから求めた分散関係図です。電磁場シミュ

レーションを用いると、特定の（波数、周波数）

を励起したときにどの程度励起されるかという情

いしはら・てるや
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報を読み取り、必要ならばその時の電磁場の空間

分布を求めることができます。特定の空間パラメ

タの値を変化させたとき、トポロジカルに自明な

状態から非自明な状態への移りかわりを調べるこ

とで、興味深いトポロジカルな物理を明らかにし

てゆきます。
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図１: 正方形パッチが正方配列された誘電体スラブ導波路の
分散関係の一例（S 偏光）


